
吹田市下水道事業コンストラクション・マネジメント(CM)導入可能性検討
アンケート調査に係る説明会
　アンケート調査票
（令和3年11月15日実施　吹田市下水道部管路保全室）
本検討に際し、実現可能な業務手法と範囲を決定するにあたっての参考や公募に向けた諸条件の設定、開示資料の検討に向け、御意見や情報について御回答願います。
【回答企業情報】
	法人名及び
代表者名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

	所在地
	

	電話番号
	

	調査票記入者について下欄に御記入ください。（本市からの連絡先とさせて頂きます）

	所属・役職
	

	担当者名
	

	電話／FAX番号
	電話：　　　　　　　　　　　　　　　　　／FAX：

	Eメール
	

	回答日
	令和　　　　　年　　　　　月　　　　　日


※御回答に際しまして、法人単体での御回答をお願いします。また、自由記述欄につきましては、適宜記入欄を調整してください。チェック欄の記入は[　○　]等分かるように記述をお願いします。
【御質問内容】
1.CM導入に関する質問
問１今後、コンストラクションマネージャー(CMr)が市職員に代わって工事監理等を行った場合、何か問題が生じると思いますか。
	
	（下欄一つに◯）

	1 思う
	

	2 思わない
	


問2問１で「思う」と回答された場合、どのようなことが考えられますか　　【複数回答可】
	
	（下欄に◯）

	1 CMrとの連絡や協議に関すること
	

	2 CMrと市の役割分担に関すること
	

	　
3 その他（自由記述）

	


問３ピュア型CMを実施する際にCMrが技術支援を行うことも検討しています。
CMrの実施する技術支援に対して興味がありますか。
	
	（下欄一つに◯）

	1 とても興味がある
	

	2 興味がある
	

	3 あまり興味がない
	

	4 興味がない
	


問４問３で「とても興味がある」「興味がある」と回答された場合は、具体的にどのようなことを期待されますか　　【複数回答可】
	
	（下欄に◯）

	1 施工方法等に関する助言
	

	2 施工トラブル時の技術的な助言
	

	3 定期的な技術講習など
	

	4 竣工書類の作成に関する助言
	

	5 ITツールなどの活用に関する支援※
	


※現在、CM方式の導入とともに、施工に関する連絡や情報のやりとりに関してITツールなどを活用することを検討しています。
問５CMrの民間ノウハウを活用し、市と施工業者の連絡や作業を効率化することができないか、検討する予定です。CMrのノウハウについて、どのような点で期待できると考えますか。　【複数回答可】
	
	（下欄に◯）

	1 現場での技術的な事柄に対するCMrからの助言
	

	2 工程管理等のマネジメント
	

	3 ICTツールを活用した連絡や書類のやりとり
	


問6アットリスク型CMについて、条件によっては導入しても問題ないと思われますか。
	
	（下欄一つに◯）

	1 はい（どのような条件であれば良いかを記載願います）
	

	2 いいえ
	

	回答について理由がある場合は記述願います。（自由記述）



2.ICTツールやクラウドを用いた情報共有システムの導入に関する質問
問7市では、今後、ICTツールやクラウドを用いた情報共有システムを活用したDX（デジタルトランスフォーメーション）により、市の事務作業や施工業者等との連絡を効率化できないか検討する予定です。現在の市との連絡等で不便だと感じる点はありますか。
【複数回答可】
	
	（下欄に◯）

	1 図面等の貸与資料のやりとり
	

	2 市への連絡（工事開始連絡等）
	

	3 紙での資料提出（各種書類の届出、押印等）
	

	　
4 その他（自由記述）

	


問8ICTツールやクラウドを用いた情報共有システムの利用が業務改善や人材不足解消へのきっかけになると考えられますか。
	
	（下欄一つに◯）

	1 はい
	

	2 いいえ
	

	回答について理由がある場合は記述願います。（自由記述）



問9本市にてICTツールやクラウドを用いた情報共有システムを導入した場合、貴社において設備等の導入に対応しても良いと考えますか。（具体的には、タブレットやスマートフォン等機器の導入やそれに伴う通信料の負担といったものが想定されます。）
	
	（下欄一つに◯）

	3 はい
	

	4 いいえ
	

	回答について理由がある場合は記述願います。（自由記述）



3.発注条件に関する質問
問10複数年の工事が発注された場合、想定される問題点や不安な面があればお聞かせください。
	（自由記述）



問11管更生工事において、貴社と大手ゼネコン等との協力を想定する条件があれば、お聞かせください。（例えば、中大口径管の管更生や施工条件等で技術的に自社だけでは対応が困難な場合　等）
	（自由記述）



問12管更生工事の実施にあたり、作業が困難もしくは手に余ると感じる現場条件にどのようなものがあるか、ある場合はお聞かせください。（住民対応に該当する内容は除くものとします）
	（自由記述）



問13単年度で実施可能な工事延長の目安を教えてください。
ここで、工期の条件は６月中旬契約、２月末工期とします。
	
	工事延長を記入
（単位：km）

	1 小口径（１）　既設管径φ350㎜まで
	km

	2 小口径（２）　既設管径φ351㎜からφ700㎜まで
	km

	3 中大口径（１）既設管径φ800㎜からφ2,000㎜まで
	km

	4 中大口径（２）既設管径φ2,100㎜以上
	km


問14現在の管更生工事に関する発注条件（例：金額による参入条件など）で不都合を感じた経験があれば教えてください。また、どのような改善が行われると良いかをお聞かせください。
	（自由記述）



問15管更生工事の実施にあたり、今のやり方・進め方の中で改善した方が良いと思っている点があればお聞かせください。
	（自由記述）



4.その他
問16その他、問1～１5において御回答頂いたこと以外に、御提案、御意見などありましたら自由にお書きください。
	（自由記述）



調査内容は以上です。
お忙しい中御回答頂きましてありがとうございました。
1

